
ま
ひ
っ
よ
く
、
目
つ
り
、
口
ゆ
が
み
、
或
は
も
の
壁
か
た
ち
い
る
ノ
ー
、

に
見
へ
、
ま
た
は
も
の
塾
た
シ
リ
あ
る
が
ご
と
く
〔
下
略
〕
・
」

き
ち
が
ひ

「
狂
症
と
は
、
そ
の
か
た
ち
ふ
す
こ
と
す
ぐ
な
く
、
気
た
か
ぶ
り
、
た

べ
ん
に
し
て
、
言
語
善
悪
親
疎
の
わ
か
ち
な
く
、
独
語
妄
走
水
火
を
さ

け
ず
、
喜
思
笑
罵
、
つ
れ
な
く
、
か
た
ち
鬼
神
の
ご
と
く
、
其
は
な
は

だ
し
き
も
の
は
、
身
命
を
お
し
ま
ぬ
も
の
な
り
、
か
ん
病
お
こ
た
る
べ

か
ら
ず
〔
下
略
〕
・
」

つ
ま
り
、
こ
こ
の
癩
狂
で
は
不
安
・
抑
う
つ
状
態
が
優
位
し
て
お
り
、

狂
症
で
は
興
奮
状
態
が
前
面
に
で
て
い
る
。
願
燗
の
記
述
は
、
現
在
の

て
ん
か
ん
大
発
作
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
病
理
お
よ
び
薬
物

療
法
も
記
戦
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
き
札
の
意
義
は
、
引
用
文
の
よ
う

に
、
精
神
症
状
を
一
般
の
こ
と
ば
で
の
べ
て
い
る
点
に
あ
る
（
漢
字
は
振

り
仮
名
つ
き
で
あ
る
）
。

（
平
成
六
年
一
月
例
会
）

「
ヒ
ト
」
は
直
立
歩
行
に
よ
り
道
具
を
使
い
だ
し
、
結
果
知
的
行
動
を

拡
大
し
て
文
明
社
会
を
形
成
し
て
来
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
指
」
は
大

脳
の
精
密
工
作
機
械
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

指
の
役
割
と
そ
の
展
開
を
、
人
文
科
学
分
野
で
捉
え
た
も
の
は
皆
無

に
等
し
い
が
、
本
書
は
新
潟
大
学
整
形
外
科
学
教
室
・
手
の
外
科
研
究

班
で
、
長
年
手
指
の
機
能
、
病
理
解
明
に
取
組
ま
れ
た
著
者
が
、
そ
の

研
究
過
程
で
抱
い
た
、
指
の
呼
び
名
の
謂
わ
れ
に
は
じ
ま
る
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
に
対
し
、
十
年
に
余
る
歳
月
を
か
け
、
東
西
文
献
の
検
索
と
綿

密
な
調
査
研
究
結
果
を
括
め
上
げ
た
も
の
で
、
手
の
外
科
専
門
医
と
し

て
の
医
学
理
論
と
人
文
科
学
分
野
を
巧
み
に
交
差
し
た
「
指
の
文
化
誌
」

で
あ
る
。
著
者
は
ま
え
が
き
で
、
言
語
学
、
民
俗
学
の
素
人
が
書
き
貯

め
た
カ
ー
ド
の
抄
録
集
で
あ
る
と
謙
遜
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
入
門

書
の
域
を
越
え
た
、
医
の
文
化
誌
、
指
の
医
史
害
と
し
て
、
未
開
の
分

野
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

指
と
呼
び
方
、
指
と
伝
達
、
指
と
数
、
指
と
尺
度
、
指
と
宗
教
、
指

と
礼
法
、
指
と
契
約
、
指
と
遊
び
、
指
と
お
酒
落
、
指
と
諺
、
指
と
人

間
関
係
、
指
と
俗
信
、
指
と
謎
謎
、
指
と
性
、
指
と
食
、
指
と
健
康
、

指
と
犯
罪
、
指
と
童
話
、
指
と
運
勢
、
指
と
干
支
、
指
と
占
い
、
指
と

２

へ
必
宗
巡
父
紹
介
雰
巡
彙
血
ゑ
巡
濤
勢
誌
“
承
巡
父
肌
受
羽

齊
藤
信
夫
著
「
指
の
文
化
誌
」
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保
護
具
、
指
と
発
弦
楽
器
、
指
と
歌
謡
曲
で
構
成
さ
れ
、
内
容
は
拡
範

多
岐
に
わ
た
り
、
著
者
の
意
図
と
学
續
が
伺
え
る
。

著
者
が
本
研
究
に
着
手
さ
れ
た
動
機
と
指
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
内

外
各
国
語
、
方
語
、
機
能
面
を
系
統
学
・
言
語
学
・
民
俗
学
面
よ
り
対

比
、
歴
史
学
的
展
開
を
加
え
整
理
し
て
い
る
。
ま
ず
人
の
指
と
い
う
字

は
、
意
味
を
表
す
「
手
」
と
音
を
表
す
「
旨
」
か
ら
な
る
形
声
文
字
で
、

手
の
先
の
部
分
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
古
来
わ
が
国
に
於
て
は
、
そ
れ

が
枝
の
先
の
条
（
コ
エ
ダ
）
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
条
躬
（
エ
ミ
）
と
し
、

さ
し
だ
し
て
物
に
及
ぶ
と
い
う
こ
と
か
ら
及
（
オ
ョ
ビ
）
の
義
で
あ
る
と

す
る
八
日
本
釈
名
ｖ
の
説
、
万
葉
集
・
和
名
類
聚
紗
な
ど
に
現
れ
る
呼

び
名
の
由
来
と
そ
の
変
遷
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
中
で
「
薬
指
」
を
古
来
中
国
で
「
元
名
指
」
と
呼
ん
だ
が
、
日

本
最
古
の
例
は
八
奴
蝉
見
来
帳
ｖ
に
見
ら
れ
る
「
名
元
指
」
で
〈
名
〉

と
〈
元
〉
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
。
「
無
名
指
」
（
ナ
ナ
シ
ュ
ビ
）
の
音
読

み
変
遷
。
十
三
世
紀
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
「
ク
ス
シ
ノ
ュ
ビ
」
は
、

病
気
平
癒
の
願
い
を
こ
め
た
薬
師
信
仰
の
薬
師
如
来
像
が
、
右
第
四
指

を
曲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
類
推
で
、
そ
の
印
相
か
ら
「
薬
師
指
」
の

名
が
起
っ
た
由
来
を
八
江
家
次
第
ｖ
な
ど
に
迪
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
医
学
界
に
お
け
る
第
四
指
の
公
式
呼
称
は
「
薬
指
」
で
あ

り
、
こ
の
指
で
薬
を
溶
い
た
り
、
塗
っ
た
り
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
上

記
薬
師
思
想
と
共
に
、
こ
の
指
は
機
能
的
に
も
劣
っ
て
お
り
余
り
使
用

す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
五
指
中
で
も
っ
と
も
汚
れ
の
少
い
指
で
、
薬

調
合
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
。
医
学
用
語
と
し
て
、
手
の
五
指
を
母
指
・

示
指
・
中
指
・
環
指
・
小
指
の
組
合
せ
で
呼
ん
だ
わ
が
国
最
初
の
文
献

は
八
整
骨
溌
乱
ｖ
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
母
指
以
外
は
既
に
八
解
体
新

書
ｖ
で
使
わ
れ
た
呼
称
で
あ
る
こ
と
。
「
薬
指
」
の
大
和
言
葉
（
ク
ス
リ

ュ
ビ
）
は
学
術
用
語
に
は
な
じ
み
が
悪
く
、
漢
字
で
二
字
の
簡
潔
な
訳
語

の
方
が
適
し
て
い
た
の
か
、
解
体
新
書
も
こ
れ
を
用
い
て
「
環
指
」
（
指

輪
の
指
）
と
し
て
い
る
こ
と
。
各
務
総
二
も
整
骨
溌
乱
の
改
訂
版
草
稿
で

は
環
指
と
し
な
が
ら
、
上
梓
さ
れ
た
八
整
骨
新
書
ｖ
で
は
「
無
名
指
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
各
国
語
の
呼
び
名
と
わ
が
国
方
語

の
分
布
な
ど
を
比
較
検
討
さ
れ
興
味
深
い
。

指
と
尺
度
で
は
、
日
本
・
東
洋
・
西
洋
の
尺
度
に
つ
い
て
の
共
通
点

と
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
、
わ
が
国
尺
度
表
示
の
一
つ
、
「
あ
た
」
（
腿
）

は
八
腿
鏡
な
ど
に
出
て
く
る
が
、
手
幅
よ
り
わ
ず
か
に
短
い
寸
法
で
朝

鮮
半
島
よ
り
の
渡
来
語
で
、
今
日
で
も
大
工
、
指
物
師
な
ど
の
問
で
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
「
つ
か
」
は
手
で
掴
ん
だ
ほ
ど
の
長
さ
、
母
指
を

除
く
四
指
の
幅
を
い
い
、
八
源
平
盛
衰
記
ｖ
の
那
須
与
一
の
扇
の
的
の

つ
か
ふ
せ

矢
の
長
さ
は
、
十
二
束
二
伏
で
あ
り
、
西
洋
の
翫
輿
日
里
①
も
同
義
語
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
が
そ
の
住
居
、
水
田
の
計
測
に
必
要
と
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
こ
と
を
起
原
よ
り
述
べ
て
い
る
。

指
と
食
の
中
で
、
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
「
食
指
が
動
く
」
と
い
う

言
葉
は
、
手
食
の
場
合
も
っ
と
も
よ
く
使
う
指
が
第
二
指
で
あ
る
こ
と

よ
り
、
こ
の
指
を
「
食
指
」
と
呼
ん
だ
と
、
出
典
を
北
氏
伝
八
俗
所
謂

暖
塩
指
也
ｖ
に
求
め
て
い
る
。

指
と
物
理
学
で
は
、
電
気
磁
気
学
に
指
を
使
っ
て
記
憶
す
る
方
法
を

述
べ
、
Ｎ
極
を
指
す
母
指
、
ア
ン
ペ
ー
ル
の
右
ね
じ
の
法
則
、
フ
レ
ミ

ン
グ
の
左
・
右
手
の
法
則
な
ど
も
図
示
さ
れ
興
味
深
い
。

ワqq
白JJ (125)



指
と
伝
達
で
は
、
手
話
の
体
系
化
は
一
七
六
○
年
世
界
で
始
め
て
聾

唖
学
校
を
開
設
し
た
ド
・
レ
ペ
ー
、
わ
が
国
で
は
京
都
（
後
大
阪
）
盲
唖

院
の
古
河
太
四
郎
。
手
話
と
指
文
字
の
ち
が
い
な
ど
詳
し
く
述
べ
て
い

る
。
本
書
は
、
日
常
気
づ
か
ず
使
用
し
て
い
る
指
に
つ
い
て
、
更
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
好
著
で
あ
る
。

（
和
服
珊
年
）

〔
新
潟
雪
害
房
・
新
潟
市
浦
山
三
丁
目
一
’
二
十
八
、
電
話
○
二
五
’
二
六

七
’
九
二
○
五
、
平
成
四
年
九
月
十
五
日
、
Ａ
五
判
、
二
三
一
頁
、
定
価

二
○
○
○
円
（
税
込
み
）
〕

東
西
と
も
に
本
草
書
が
博
物
的
色
彩
の
強
い
こ
と
か
ら
、
本
草
言
Ⅱ

博
物
害
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
と
く
に
近
時
の
博
物
学
ブ
ー
ム
に

加
え
て
環
境
問
題
も
加
わ
っ
て
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
自
然
物
（
博
物
）

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
博
物
図
譜
や
本
草
害
の
複
刻
も
盛
ん
で
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
解
説
書
・
研
究
害
の
類
も
少
な
か
ら
ず
出
て
き
て
い

る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
草
言
本
来
の
目
的
だ
っ
た
筈
の
医
療
面

か
ら
見
る
解
説
書
は
意
外
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
で
印
刷
さ
れ
た
初
期
本

草
書
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
出
版
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
に
最
初

に
出
現
す
る
が
、
そ
の
性
格
は
「
家
庭
薬
草
療
法
言
」
の
目
的
の
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
写
生
薬
草
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
古
代
古

大
塚
恭
男
著
『
東
西
生
薬
考
」

典
の
本
草
書
、
な
か
ん
づ
く
ア
ラ
ビ
ア
医
学
に
採
用
さ
れ
後
代
に
強
い

影
響
を
与
え
た
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
「
ギ
リ
シ
ア
本
草
」
収
載
の
薬

草
類
の
多
く
が
、
ド
イ
ツ
圏
内
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
フ
ロ
ー
ラ
の
相

違
か
ら
、
実
際
の
採
薬
旅
行
を
経
て
写
生
さ
れ
た
薬
草
が
読
者
の
理
解

を
助
長
す
る
た
め
付
図
と
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
古
代
古
典
に
収
載
の
薬
草
が
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
古
代
古
典
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
全
自
然
界
を
示
す

も
の
で
な
い
こ
と
、
大
航
海
時
代
の
地
理
的
知
識
の
拡
大
と
新
世
界
か

ら
の
自
然
物
の
新
導
入
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
博
物
学
的
開

眼
を
促
進
し
、
新
し
い
本
草
書
編
さ
ん
の
機
運
を
助
長
す
る
こ
と
に
な

り
、
博
物
学
的
性
格
を
深
め
る
結
果
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
本
草
害
の

主
た
る
利
用
者
は
医
療
従
事
者
だ
っ
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。

東
の
中
国
で
も
版
図
の
拡
大
か
ら
、
王
朝
の
替
わ
る
毎
に
種
類
を
増

し
た
歴
代
本
草
害
が
出
現
し
、
本
草
文
化
遺
産
を
伝
承
し
て
医
療
面
に

貢
献
し
て
き
た
。

薬
理
学
を
専
攻
し
た
著
者
の
育
っ
た
環
境
か
ら
東
洋
の
古
典
・
生
薬

に
直
接
ふ
れ
目
に
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ッ

ヘ
留
学
し
た
機
会
に
古
典
複
刻
ブ
ー
ム
に
出
会
っ
た
の
も
幸
い
し
て
、

一
五
～
一
八
世
紀
の
主
要
な
西
洋
本
草
害
を
入
手
し
、
医
薬
学
を
通
じ

て
東
洋
と
西
洋
の
文
化
史
を
探
り
た
い
と
念
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
当
然
の
成
行
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
、
人
間
に
と
っ
て
有
用
性
の
あ
る
自
然
物
を
豊
富
に
収
載

す
る
本
草
害
本
来
の
目
的
で
あ
る
医
療
面
か
ら
の
視
点
で
、
東
西
本
草

害
に
見
え
る
同
類
植
物
の
記
載
を
比
較
文
化
史
的
に
把
え
、
簡
明
に
論
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